
デンチャーエイドＬＣの臨床応用

C A S E
P R E S E N T A T I O N

エンドにペリオに咬合に、どんなに注意

を払っていても、残存歯の抜歯に至るこ

とがある。また、完璧だと言われるような

義歯を作っても、年齢とともに顎堤が吸収

することがある。日常臨床の中で多く見

られるこれらの事態に、適切に対処でき

ることが、患者さんとの信頼関係につなが

っていく。すなわち、臨床家にとって、増

歯、裏装、辺縁形態の修正というようなテ

クニックを身に付けておくことは、これか

らの時代を生き残るためには、必須なこ

となのである。そのような中、この度、ジ

ーシー社より、義歯床延長・補修用レジン

「デンチャーエイドLC」が発売された。2つ

のペーストを練和するだけで得られるパ

テ状のレジンは、操作も簡単で、ちょうど

良い硬さで、辺縁を思い通りの形にするこ

とができる。またデュアルキュアタイプで

あるから、化学重合により、口腔内である

程度の硬さにすることができるので、1次

硬化後に口腔内から取り出すときに、変形

させることがないのも魅力である。早速、

臨床に応用してみたので、その中から2症

例をご紹介させていただく。
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新鮮面を露出させる。
1.
4

デンチャープライマーを塗布。
1.
5

デンチャーエイドLCベース（ピンク）とキ
ャタリスト（半透明）を練和する。1.

6

18

最後の残存歯を抜歯。このままでは義
歯が脱落してしまうので、床縁を改造し
て、総義歯にする。

1.
1

クラスプを撤去して、人工歯をつける。
1.
2

辺縁を延長する前に人工歯をユニファ
ストIIで固定する。1.

3

パーシャルからフルデンチャーへの改造（1）
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練和したペーストを辺縁部に圧接して
いく。1.

7

旧義歯改造の要点は、適切な辺縁形態
を作るための適切なレジンの使い方で
ある。

1.
8

軟らかすぎると形ができず、硬すぎると辺
縁が分厚くなりすぎてしまう。練和時に
は腰のある、ほど良い硬さを持っており、
口腔外で予め辺縁形態を付与できる。

1.
9

仮硬化が終了し、機能運動後に変形さ
せることなく取り出した義歯。この後、
エアーバリアー材を塗布し、光重合器
で最終硬化させる。

1.
12

義歯への圧接・付形終了。
1.
10

口腔内へ挿入し、咬合状態の確認と辺
縁形態の付与を行う。デュアルキュアタ
イプのため、口腔内で、ある程度の硬さ
になる。最終硬化しているわけではない。

1.
11

エアーバリアー材の水洗後、適合調整
を行う。1.

13

口腔内での適合調整。
1.
14

パラフィンワックスを使用して口蓋部を
延長する。1.

15

口蓋面はカーバイドバーなどでおおまか
に仕上げた後、舌感が良いように耐水
ペーパーで仕上げる。

1.
18

口蓋部にリベース材を塗布する。この
時、内面に入れたリベース材により、
咬合を狂わせやすいので、充分に注意
する。

1.
16

口腔内で、リベース材が硬化後、後縁
部延長に使ったパラフィンワックスを流
�する。

1.
17
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義歯内面に粘膜調整材を塗布する。
1.
19

口腔内から取り出した義歯。当日の作
業はここまで。抜歯窩の治癒を待って、
改造された義歯をトレーとして、最終印
象を採得する。

1.
20

増歯の位置決め。
2.
3

抜歯にともない、上顎全部床義歯に
改造。2.

1

クラスプの撤去を行う。
2.
2

増歯の仮固定はユニファストIIで行う。
2.
4

床縁を作る前に、人工歯の位置を決める。
2.
5

新鮮面の露出後、デンチャープライマー
を塗布。2.

6

咬合状態の確認。
2.
9

練和したデンチャーエイドLCを義歯に
圧接する。2.

7

デンチャーエイドLCを付形し、口腔内
へ挿入する。2.

8

パーシャルからフルデンチャーへの改造（2）
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仮硬化が終了し、機能運動後に変形さ
せることなく取り出した義歯。この後、
エアーバリアー材を塗布し、光重合器
で最終硬化させる。

2.
10

エアーバリアー材を水洗後、適合調整
を行う。2.

11

パラフィンワックスを使用して口蓋部を
作製する。2.

12

口腔内から取り出した義歯。
2.
15

口蓋部にリベース材を塗布する。
2.
13

内面にリベース材を入れることにより、咬
合を狂わせやすいので充分に注意する。2.

14

流�後、舌感が良いように、口蓋面は
耐水ペーパーで仕上げる。2.

16

上顎全部床への改造が終了。
2.
17

日常臨床で遭遇する残存歯が抜歯に至

り、旧義歯を改造して増歯や裏装、辺縁

形態の修正などを行い全部床義歯への改

造術式を紹介した。適度な粘性のあるパ

テ状のデュアルキュア型義歯床延長・補

修用レジンの登場によって、いとも簡単に

旧義歯をそのまま全部床義歯として機能

を果たすことができるようになった。本レ

ジン特性を理解することにより様々な症

例に応用できることが期待できる。
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